
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 指標以外の調査結果 
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１ 住みやすさ 

 

住みやすさについて、次の設問により直接的に聞いています。 
 

Q１９ あなたにとって、松戸市は住みやすいですか。次の中から、あてはまる番号１つに○をつ
けてください。 

１ 大変住みやすい 

２ どちらかといえば、住みやすい  

３ どちらかといえば、住みにくい 

４ 大変住みにくい 
 

 

住みやすさについては“どちらかといえば、住みやすい”が最も多く 72.8％と 7 割を超えています。“大変住みや

すい”と“どちらかといえば、住みやすい”の割合を合計すると 81.0％と 8 割以上の人が“住みやすい”と回答してい

ます。 

 

 

 

 

  

13.1%

14.7%

12.4%

8.2%

大変住みやすい

70.2%

70.3%

70.1%

72.8%

どちらかといえば、

住みやすい

13.5%

10.3%

13.6%

13.8%

どちらかといえば、

住みにくい

2.6%

1.3%

1.1%

1.3%

大変住みにくい

0.6%

3.4%

2.9%

3.9%

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成18年度

平成20年度

平成24年度（前回）

平成25年度（今回）

凡例
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性・年代別にみると、女性では70歳以上で“大変住みやすい”と回答した人が14.8％と最も多くなっています。男

性では 50 歳代が最も多く 10.8％となっています。 

 

【住みやすさ×性別、年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 

女性 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～69 歳 

70 歳以上 

男性 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～69 歳 

70 歳以上 
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地域別にみると、小金原地区では“大変住みやすい”が 13.2％と他の地区に比べ多くなっています。東部地区で

は“どちらかといえば、住みにくい”が 25.8％と他の地区に比べ多くなっています。 

 

【住みやすさ×地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本庁 

常盤平 

小金 

小金原 

六実 

馬橋 

新松戸 

東部 

矢切 

全体 
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２ 松戸市の放射能対策について 

 

松戸市の放射能対策について、次の設問により直接的に聞いています。 
 

Ⅱ 松戸市の放射能対策についてお聞きします。 

本市では、東日本大震災により発生した放射能問題への対応として、『松戸市放射能対策総合計

画』を策定し、市民の皆さんの放射能への不安を払拭するため、さまざまな対策を実施してきまし

た。 

これまでの市の取り組みに対する、皆さんのご意見をお尋ねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ あなたは、現在の松戸市内の生活において、放射能に対する不安を感じることはあります

か。次の中から、あてはまる番号１つに○をつけてください。（※平成26 年6 月時点の感想につ

いてお聞かせ下さい） 

１ おおいにある 

２ ときどきある 

３ ほとんどない 

４ まったくない 

 

ＳＱ（Ｑ１で１または２を選択した人のみお答えください） 

 あなたは、どのような内容で放射能に対する不安を感じていますか。次の中から、特に

あてはまる番号1 つに○をつけてください。 

１ 除染対策について 

２ 食品安全対策について 

３ 健康管理対策について 

４ 焼却灰対策について 

５ その他（                              ） 

 

 市の放射能対策に対するご意見・感想がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 
 
  

食品安全対策 
●保育所・学校給食の放射性物質検査 

（これまですべて不検出） 

●市内産農産物の検査（すべて出荷自粛解除） 

●市民持ち込みによる農作物・流通食品の検査 

市が行ってきた主な対策の例 

除染対策 
●保育所（園）・幼稚園・学校・公園等の 

全720 施設を除染完了 

●住宅除染完了 

●市民向け放射線測定器の貸し出し 

健康管理対策 
●放射線専門医による相談 

●幼児検診における放射能問診 

●内部被ばく検査（ホールボディーカウンター） 

の費用助成 

焼却灰対策 
●剪定枝の別収集 

●指定廃棄物等の適正保管 

●国に対し、指定廃棄物最終処分場の早期建設を要望 
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現在の松戸市の生活において、放射能に対する不安を感じることはあるかどうかの回答をみると、約半数が“ほと

んどない”（47.7％）と回答しており、“まったくない”（10.6％）とあわせると、58.3％が放射能に対する不安はないと

感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような内容で放射能に対する不安を感じているかについては“除染対策について”（28.9％）が最も多く、次

いで“食品安全対策について”（24.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3%

おおいにある

27.8%

ときどきある

47.7%

ほとんどない

10.6%

まったくない

4.6%

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成25年度

凡例
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性別でみると、男性よりも女性の方が不安を感じている人の割合が高くなっています。 

性・年代別にみると、女性では“おおいにある”（10.2％）と“ときどきある”（35.5％）を合わせた不安を感じている

人の割合が 40 歳代でもっとも高く 45.7％となっています。男性でも“おおいにある”（11.2％）と“ときどきある”

（25.9％）を合わせた不安を感じている人の割合が 40 歳代でもっとも高く 37.1％となっています。 

 

【放射能に対する不安×性別、年代】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 

女性 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～69 歳 

70 歳以上 

男性 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～69 歳 

70 歳以上 
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３ ご当地ナンバーについて 

 

ご当地ナンバーについて、次の設問により直接的に聞いています。 
 

Ⅲ ご当地ナンバーについてお聞きします。 
  

国(国土交通省)では、自動車のナンバープレートに地域名を表示させるいわゆる「ご当地ナンバ

ー」の導入について、過去2 回募集を行い、その結果「柏」「富士山」等のご当地ナンバーが誕生

しました。 

現状では、再募集があるかは未定ですが、再募集があった際、導入検討の判断材料としてアンケ

ートを実施します。 

ご当地ナンバーが導入されますと、松戸市に所在のある(使用の本拠を置く)自動車については、

すべて「松戸」ナンバーをつけることになります(「野田」ナンバーを選択することはできません。)。

ただし、現在お使いの「野田」ナンバーはそのままです。新たに付与されるナンバーから順次「松

戸」ナンバーとなります。 

 

Ｑ１ あなたは、自動車のナンバープレートに「松戸」の地名をつけることについて、ど 

う思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１ 賛成 ２ 反対 

 

 

ＳＱ１（Ｑ１で１を選択した人のみお答えください） 

あなたが、「賛成」される理由は何ですか。次の中から、あてはまる番号全てに 

   ○をつけてください。 

１ 「松戸」の地名がついている方が愛着を持てる 

 ２ 「松戸」の地名を全国にアピールすることができる 

 ３ 地域に一体感が出る 

 ４ その他(                      ) 

 

   ＳＱ２（Ｑ１で２を選択した人のみお答えください） 

あなたが、「反対」される理由は何ですか。次の中から、あてはまる番号全てに 

   ○をつけてください。 

１ 「野田」ナンバーのほうが良い 

 ２ 今のままで支障ない 

３ その他(                      ) 

                

「松戸」ナンバーの導入に向けて、ご意見・感想がございましたらご自由にお書き下さい。 
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自動車のナンバープレートに「松戸」の地名をつけることについて、６割以上が“賛成” （63.6％）と回答していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛成」する理由については“「松戸」の地名がついている方が愛着を持てる”（51.5％）が最も多く、次いで“「松戸」

の地名を全国にアピールすることができる”（36.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

「反対」する理由については“今のままで支障ない”（81.3％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答） 

（複数回答） 

63.6%

賛成

26.1%

反対

10.3%

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成25年度

凡例
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性別でみると、女性よりも男性の方が自動車のナンバープレートに「松戸」の地名をつけることについて“賛成”の

割合が多くなっています。 

性・年代別にみると、女性では 20 歳代で“賛成”が 75.3％、男性では 30 歳代で“賛成”が 80.0％と他の年代に比

べ割合が多くなっています。 

 

【ご当地ナンバー×性別、年代】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 

女性 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～69 歳 

70 歳以上 

男性 

20～29 歳 

30～39 歳 

40～49 歳 

50～59 歳 

60～69 歳 

70 歳以上 
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地域別にみると、馬橋地区では“賛成”が 66.4％と他の地区に比べ多くなっています。東部地区では“反対”が

31.7％と他の地区に比べ多くなっています。 

 

【ご当地ナンバー×地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住意向との関係においても、“賛成”は「住み続けたい」・「できることなら住み続けたい」と回答している人の

方が「住み続けたくない」・「あまり住み続けたくない」と回答している人に比べ高くなっています。 

 

【ご当地ナンバー×定住意向】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本庁 

常盤平 

小金 

小金原 

六実 

馬橋 

新松戸 

東部 

矢切 

全体 

住み続けたい 

できることなら 

住み続けたい 

どちらとも 

いえない 

あまり 

住み続けたくない 

住み続けたくない 
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４ 定住意向や生活の中での満足度に関する年代別の傾向について 
 

■ Q20-SQ1 住み続けたい理由（年代別クロス） 

・全年代でみると、「東京に近いから」（38.4％）、「通勤や通学に便利だから」（33.5％）、「自然災害の心配が少ないから」

（28.9％）への回答が多くなっています。 

・年代別にみると、20 代～50 代では「通勤や通学に便利だから」（48.3％）、（42.4％）、（50.9％）、（39.2％）が最も多くなってい

ます。また、20 代～40 代では「親の代から住んでいるまちだから」の割合が高く、50 代以上では「自然災害の心配が少ない

から」の割合が高くなっています。 

選択肢 全体 20代 30代 40代 50代 60代

70代

以上 

  全体 1,028人 2,582 件 251.2% 220.2% 259.3% 246.5% 237.3% 256.0% 262.5%

1 親の代から住んでいるまちだから 
 

 266件 25.9% 36.0% 33.9% 35.2% 29.7% 20.1% 15.7%

2 隣近所との付き合いを失いたくないから 189件 18.4% 11.2% 15.3% 15.1% 17.7% 19.7% 24.2%

3 通勤や通学に便利だから 344件 33.5% 48.3% 42.4% 50.9% 39.2% 24.8% 18.1%

4 自然災害の心配が少ないから 297件 28.9% 10.1% 8.5% 20.1% 24.1% 34.2% 46.8%

5 
下水道や道路などの基盤が整備されている

から 
127件 12.4% 1.1% 3.4% 6.9% 6.3% 15.4% 23.8%

6 緑が多く、静かな住環境に満足しているから 240件 23.3% 11.2% 17.8% 17.0% 24.1% 27.8% 29.4%

7 
医療環境や介護サービスなどの福祉環境に

満足しているから 
87件 8.5% 6.7% 5.1% 5.7% 5.1% 7.7% 14.5%

8 
子育てや教育などの環境が充実しているか

ら 
25件 2.4% 0.0% 11.0% 3.8% 0.0% 1.7% 0.8%

9 子どもの学校が変わることが困るから 64件 6.2% 7.9% 22.9% 15.1% 3.2% 0.4% 0.0%

10 治安や防犯の心配が少ないから 83件 8.1% 2.2% 3.4% 3.1% 5.1% 10.7% 14.5%

11 買い物や娯楽に便利なまちだから 169件 16.4% 15.7% 19.5% 11.9% 17.7% 22.2% 11.7%

12 東京に近いから 395件 38.4% 46.1% 39.0% 32.1% 34.8% 42.3% 37.9%

13 商売や事業を続けているため 32件 3.1% 0.0% 3.4% 1.9% 5.1% 4.7% 2.0%

14 家賃などが安いから 43件 4.2% 7.9% 9.3% 3.8% 3.2% 2.6% 2.8%

15 経済的な理由など、仕方ないから 99件 9.6% 6.7% 11.0% 11.9% 10.1% 12.8% 5.2%

16 その他 68件 6.6% 5.6% 9.3% 8.8% 7.0% 4.7% 6.0%

 無回答 54人 54件 5.3% 3.4% 4.2% 3.1% 5.1% 4.3% 8.9%

974人
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■ Q20-SQ2 住み続けたくない理由（年代別クロス） 

・全年代でみると、「買い物や娯楽を楽しめる環境ではないから」（33.7％）、「通勤や通学に不便だから」（28.6％）、「医療環境

や介護サービスなどの福祉環境に満足できないから」（26.9％）への回答が多くなっています。 

・年代別にみると、20 代では「通勤や通学に不便だから」（48.0％）、30 代、40 代では「買い物や娯楽を楽しめる環境ではない

から」（37.1％）、（33.3％）が最も多くなっています。一方、50 代以上では、「医療環境や介護サービスなどの福祉環境に満足

できないから」が最も多くなっています。 

・年代別の傾向に違いがある項目としては、「子育てや教育などの環境に満足できないから」は 20～30 代、「治安や防犯など

が心配だから」は 30～50 代、「医療環境や介護サービスなどの福祉環境に満足できないから」は 30 代以上の回答割合が高

くなっています。 

選択肢 全体 20代 30代 40代 50代 60代 

70代 

以上 

 全体 175人 431件 246.3% 248.0% 225.7% 261.5% 253.8% 265.6% 200.0%

1 住宅や土地の価格・広さに満足できないから 

 

 

20件 11.4% 4.0% 5.7% 15.4% 15.4% 18.8% 5.9%

2 通勤や通学に不便だから 50件 28.6% 48.0% 22.9% 23.1% 34.6% 31.3% 11.8%

3 自然災害への備え（防災）が心配だから 24件 13.7% 16.0% 14.3% 15.4% 7.7% 18.8% 5.9%

4 
下水道や道路などの基盤整備が遅れているか

ら 
32件 18.3% 16.0% 8.6% 17.9% 19.2% 31.3% 11.8%

5 騒音などの生活環境に満足できないから 13件 7.4% 16.0% 5.7% 5.1% 7.7% 3.1% 11.8%

6 
医療環境や介護サービスなどの福祉環境に満

足できないから 
47件 26.9% 4.0% 17.1% 28.2% 38.5% 40.6% 35.3%

7 子育てや教育などの環境に満足できないから 29件 16.6% 28.0% 22.9% 20.5% 11.5% 6.3% 5.9%

8 近所付き合いなどがわずらわしいから 9件 5.1% 0.0% 2.9% 5.1% 3.8% 9.4% 5.9%

9 治安や防犯などが心配だから 42件 24.0% 24.0% 28.6% 25.6% 30.8% 18.8% 11.8%

10 買い物や娯楽を楽しめる環境ではないから 59件 33.7% 44.0% 37.1% 33.3% 38.5% 21.9% 23.5%

11 もっと自然の多い土地で暮らしたいから 32件 18.3% 20.0% 14.3% 20.5% 15.4% 25.0% 11.8%

12 商売や事業を行いやすい環境ではないから 6件 3.4% 4.0% 2.9% 0.0% 0.0% 6.3% 11.8%

13 
もっと家賃や土地の価格が安いところで暮ら

したいから 
18件 10.3% 8.0% 8.6% 10.3% 11.5% 9.4% 17.6%

14 
仕事、学校、家族の都合でやむをえない理由

があるから 
11件 6.3% 8.0% 5.7% 10.3% 3.8% 6.3% 0.0%

15 その他 25件 14.3% 4.0% 14.3% 25.6% 11.5% 12.5% 11.8%

 無回答 14人 14件 8.0% 4.0% 14.3% 5.1% 3.8% 6.3% 17.6%

  

161人
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■ Q18 生活の中での満足度の傾向 

○単純集計結果 
・“やや不満である”、“きわめて不満である”をあわせた“不満”が最も多いのは「まちの賑わいや買い物の便」で 29.5％となっ

ています。次いで、「道路、公園、下水道などの都市施設」（28.4％）、「まち並み、建物などまち全体の景観」（28.1％）、「空気

のきれいさ、騒音・悪臭などの公害の少なさ」（25.4％）となっています。 

  

全体 

十
分
満
足
し
て
い
る 

ま
あ
ま
あ
満
足
し
て
い
る 

普
通
で
あ
る 

や
や
不
満
で
あ
る 

き
わ
め
て
不
満
で
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

ア 保健・医療・福祉サービス 
1,678人 58人 298人 860人 203人 95人 108人 56人

100.0% 3.5% 17.8% 51.3% 12.1% 5.7% 6.4% 3.3%

イ まちの賑わいや買い物の便 
1,678人 76人 364人 668人 355人 139人 33人 43人

100.0% 4.5% 21.7% 39.8% 21.2% 8.3% 2.0% 2.6%

ウ 通勤・通学などの交通の便 
1,678人 96人 438人 627人 251人 98人 78人 90人

100.0% 5.7% 26.1% 37.4% 15.0% 5.8% 4.6% 5.4%

エ 子どもの教育環境 
1,678人 20人 200人 736人 209人 55人 347人 111人

100.0% 1.2% 11.9% 43.9% 12.5% 3.3% 20.7% 6.6%

オ 文化・芸術の鑑賞や活動環境 
1,678人 8人 115人 776人 277人 100人 308人 94人

100.0% 0.5% 6.9% 46.2% 16.5% 6.0% 18.4% 5.6%

カ スポーツや健康づくりのための環境 
1,678人 12人 152人 773人 311人 98人 241人 91人

100.0% 0.7% 9.1% 46.1% 18.5% 5.8% 14.4% 5.4%

キ 道路、公園、下水道などの都市施設 
1,678人 37人 272人 738人 318人 157人 82人 74人

100.0% 2.2% 16.2% 44.0% 19.0% 9.4% 4.9% 4.4%

ク 出産や子育てのしやすさ 
1,678人 11人 122人 648人 214人 77人 476人 130人

100.0% 0.7% 7.3% 38.6% 12.8% 4.6% 28.4% 7.7%

ケ 緑地・河川などの自然環境 
1,678人 36人 280人 814人 274人 89人 99人 86人

100.0% 2.1% 16.7% 48.5% 16.3% 5.3% 5.9% 5.1%

コ 空気のきれいさ、騒音・悪臭などの公

害の少なさ 

1,678人 38人 313人 787人 309人 118人 50人 63人

100.0% 2.3% 18.7% 46.9% 18.4% 7.0% 3.0% 3.8%

サ まち並み、建物などまち全体の景観 
1,678人 22人 195人 867人 359人 112人 58人 65人

100.0% 1.3% 11.6% 51.7% 21.4% 6.7% 3.5% 3.9%

シ 事故や災害に強い安全なまち 
1,678人 12人 133人 825人 305人 105人 214人 84人

100.0% 0.7% 7.9% 49.2% 18.2% 6.3% 12.8% 5.0%

ス 史跡や神社仏閣など歴史・伝統文化遺

産 

1,678人 32人 253人 900人 156人 30人 228人 79人

100.0% 1.9% 15.1% 53.6% 9.3% 1.8% 13.6% 4.7%

セ 特色ある祭りや地域ぐるみのイベント 
1,678人 20人 203人 892人 209人 62人 219人 73人

100.0% 1.2% 12.1% 53.2% 12.5% 3.7% 13.1% 4.4%

ソ 多様な世代との交流 
1,678人 9人 60人 791人 261人 64人 406人 87人

100.0% 0.5% 3.6% 47.1% 15.6% 3.8% 24.2% 5.2%

タ 住環境のゆとりなどの住宅事情 
1,678人 23人 159人 918人 260人 79人 170人 69人

100.0% 1.4% 9.5% 54.7% 15.5% 4.7% 10.1% 4.1%

 

 

  


